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岐阜県高山市での「奥飛騨温泉郷 中尾地熱発電所」営業運転開始について 

– 温泉文化と地熱発電の共存共栄による新たなモデルケースへ – 

 

 

東芝エネルギーシステムズ株式会社（以下，「東芝エネルギーシステムズ」という。）

と中部電力グループの株式会社シーエナジー（以下，「シーエナジー」という。）が共同

で出資する「中尾地熱発電株式会社」は，岐阜県高山市において，２０２１年６月より

「奥飛騨温泉郷 中尾地熱発電所」の建設工事を進めてきました。この度，高山市および

関係者の皆さまのご協力のもと無事に竣工を迎え，２０２２年１２月１日より営業運転

を開始することとなりました。 

奥飛騨温泉郷 中尾地熱発電所は，焼岳を熱源とする新穂高温泉・中尾地区の豊富な地

熱資源を利用した最大出力１，９９８ｋＷ（送電端）の地熱発電所で，中部地区初とな

る「フラッシュ発電方式（蒸気発電方式）」を採用しています。地下から噴出する地熱流

体注を蒸気と熱水に分離し，蒸気は地熱発電に，熱水は温泉の集中管理を行う有限会社中

尾温泉に全量供給するシステムを構築することで，地熱発電の新たなモデルケースを育

んでいきます。 

これからも，有限会社中尾温泉をはじめとする地域の皆さまのご理解・ご協力をいた

だきながら，「地域に愛される発電所」を目指していきます。 

東芝エネルギーシステムズは，小型から大型までのラインナップを誇る地熱をはじめ，

水力，太陽光，風力など，多様な再生可能エネルギーによる発電システムやソリューシ

ョンを提供しています。これまで長年培ってきたエネルギー分野における知見・技術力

を基に，カーボンニュートラル社会の実現に貢献していきます。 

シーエナジーは，中部電力グループの一員として，太陽光，地熱，小水力，バイオマス

など環境にやさしい再生可能な未利用エネルギーを活用する事業を積極的に展開してい

ます。今後も，お客さまの環境経営課題の解決を実現し，期待を超えるサービスを創出

する「一歩先を行く総合エネルギーサービス企業」を目指し，挑戦し続けていきます。 

 

注 地熱流体：マグマによって熱せられ，高いエネルギーを得た高温・高圧の熱水，蒸気などのこと。 

 



 

 

タービン・発電機建屋（左手前）・冷却塔（右奥） 

 

【会社概要】             【発電所概要】 

 

 

 

 

 

 

 

本資料についてのお問い合わせ先： 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 

   経営企画部 加来・美野    ＴＥＬ：０４４（５７６）４７０７ 

株式会社シーエナジー 

   総務部 総務課 松永     ＴＥＬ：０５２（９５０）３９７０ 

 

所在地 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷中尾 

最大出力 １，９９８ｋＷ（送電端） 

発電電力量 一般家庭 約４，０００世帯 

発電方式 ダブル・フラッシュ方式 

運転開始 ２０２２年１２月 

タービン 単車室軸流排気型復水タービン 

発電機 三相同期発電機 

 

商 号 中尾地熱発電株式会社 

設 立 ２０１３年１１月 

所在地 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷中尾 

資本金 ４億９４００万円 

代表者 代表取締役社長 柴垣 徹 

出資者 
東芝エネルギーシステムズ 

シーエナジー 

 


